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Hitachiota Premium Ticket

ア
プ
リ
型
の
利
用
方
法

Step
1

スマートフォンでアプリを起動
❶「じょうづるさんPay」アプリを開きます。
❷アプリ画面に表示される「この商品券を利用する」を
　選択します。
＊選択することでアプリ内のカメラが起動します。
＊スマホのカメラアクセスが許可されていない場合はアクセス許可が
求められますので許可してください。

Step
2

アプリでの支払い
❶カメラが起動したら、店頭のQRコードを読み込みます。
❷表示される画面に、利用金額を入力します。

❸店員と利用者の双方で金額を確認します。金額に誤りがなければ
「支払う」ボタンを押します。
＊「支払う」ボタンを押した時点で決済が実行されます。
＊必ず、店員と利用者の双方で金額を確認してください。
❹支払い完了です。

カ
ー
ド
型
の
利
用
方
法

Application

Card

毎年好評いただいているプレミアム付商品券を今年も販売します。今年は、従来の冊子型ではなく、
新たに「アプリ型」「カード型」の2種類を販売します。どちらも、1円単位での利用が可能なので、会計
時に支払いたい分だけ利用することができます。特に、アプリ型商品券は、スマートフォン専用アプリ
内で商品券の申込・購入が完了できるため大変便利です。また、65歳以上の市民の方は優先的にご
購入いただけます。皆さんのお申し込みをお待ちしています。

・・・ 令和5年プレミアム付商品券のポイント ・・・

便
利
す
ぎ
～！

プレミアム率３０％
5,000円で、

6,500円分の商品券を
購入できます！

1円単位での利用が
できます！

QRコードを
利用した
簡単お会計！

大型店利用の
制限がなくなり

ます！ 65歳以上の方は
優先的に購入できます！

アプリ型・カード型
どちらか1つを
選択できます！

アプリ型は、専用アプリで
商品券の申込・購入が完了するので
商品券の引換が不要！
お買い物もスマートフォンが

あればOK！

この商品券を利用する

Step
1

カードの準備
❶「じょうづるさんPay」が入金されたカード
　型商品券を持参し、レジへ向かいます。

Step
2

カードでの支払い
❶カード型商品券に印字されたQRコードを店員が
　店舗用アプリで読み込みます。
❷店員が決済金額を入力します。

❸店員と利用者の双方で金額を確認します。
　金額に誤りがなければ店員が支払い手続きを行います。
＊必ず、店員と利用者の双方で金額を確認してください。
❹支払い完了です。
＊支払い後の残高は、各店舗での会計時にお聞きください。

済

プレミアム付商品券を
リニューアル!!

デジタル地域通貨

アプリ型商品券+カード型商品券

NEW

済

3 2

＊デザインは制作段階のものであり、
実際のものと異なる場合があります。
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申込期間

子育て世帯への生活支援のため、じょうづるさんPayを通して給付金を支給します。

子ども福祉課子ども家庭係（内線１４５）問

▶対象：次の対象児童の養育者で、令和５年度実施の低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金
（国：５万円）を受給していない方 
＊対象児童...平成17年４月２日～令和５年７月１日生まれの児童（令和５年７月１日および申請日時点で本市に住民
登録があること）
▶給付金額：対象児童１人あたり２万円（じょうづるさんPay）
▶申請方法：対象児童のいる世帯には支給についてのお知らせを8月下旬頃に頃送付します。お知らせの中のＱＲ
コードを読み取り、申請してください。 

＊対象と思われる方で、通知が9月1日になっても届かない場合はご連絡ください。

常陸太田市「じょうづるさんPay」コールセンター

0120-806-609
ご質問等は、コールセンターまでお問い合わせください。

「事前申込ハガキ」または、「いばらき電子申請・届出サービス」でお申し込みください。申し込みは
１人１通（最大４口「２万円」）までとします。１人で２通以上の申し込みは無効となります。　
■申込ハガキ入手方法：新聞折込チラシまたは、商工会・市役所本庁・各支所に備え付けています。 
■商品券の購入方法：引換券を持参の上、引換期間内に指定の場所で引き換えてください。 
■引換期間／時間／場所
　10月11日（水）～20日（金）午前９時～午後４時／商工会本所（パルティホール隣）
　10月13日（金）・14日（土）午前９時～午後４時／交流センターふじ、水府総合センター、里美文化センター　
■結果について：9月下旬発送予定 ＊申込者全員に通知、当選者には引換券をお送りします。

いばらき電子申請・
届出サービス

「じょうづるさんPay」アプリをダウンロードして会員登録の上、お申し込みください。 

アプリ型商品券購入方法

子育て世帯生活支援給付金（子育て応援券）を、
じょうづるさんPay（アプリ型）で支給します

支払いは
コンビニ／クレジットとなります

全日午前9時から午後5時

受付時間

■申込対象者：
　常陸太田市民（市内に住民登録がある方）
　＊  令和６年３月31日現在で65歳以上の方には、優先販売を実施。 
■使用期間：10月11日（水）～令和６年１月31日（水）
＊使用期間経過後は無効となります。 
■販売総額：1口6,500円×48,000口（商品券総額3億1,200万円）
＊申し込み多数の場合は抽選となります。 
■取扱店舗：市内のプレミアム付商品券加盟店ポスターやのぼりのある店舗で利用できます。商品の購入
　に限らず、理容所、美容院、飲食店、印刷所、クリーニング店等でも利用できます（加盟店はチラシまたは
　市ホームページをご覧ください）。 
■注意事項：
●次の商品券等の購入や決済には使用できません。
　・現金、商品券、ビール券、図書カード、印紙、はがき、切手、宝くじ、たばこ、プリペイドカード等
　・業者の仕入れ、買掛金の決済等
●お支払いができる１回の金額の制限はありません。 
●商品券を単に現金化すること、他人に売却すること、プレミアム付商品券の目的に反した行為はできません。

８月22日　　～９月８日 火 金

概
要

こ
の
「の
ぼ
り
」と

「ポ
ス
タ
ー
」が
目
印
！

取扱券種・タイプを
チェック！

＊アプリ型・カード型共通

5 4

■アカウントの登録方法

新規会員登録を選択します。
＊利用規約をご確認ください。

メールアドレスとパスワード
を設定します。

利用者情報を入力し、内容を確認
後、登録完了を選択します。＊❷で設
定したメールアドレスにメールが届きます。

スマートフォンの携帯番号を
入力します。

ＳＭＳ（ショートメッセージ）で
届く数字４桁の認証コードを
入力したら、登録完了です。

ホーム画面右上の「追加する」
ボタンを選択します。

プレミアム付商品券を選択し
ます。

ホーム画面に表示される商品
券の「申し込みを見る」を選択
します。

内容を確認後、「お支払い方
法案内へ進む」を選択し、案内
に従って支払います。

金額を選択します。 内容を確認し、注意事項を読
んだらチェックを入れて、「購
入する」を選択します。

申し込み完了です。

❶

■商品券の申込方法
❶

■商品券の購入方法
❶

❷ ❸ ❹ ❺

❷ ❸ ❹ ❺

❷

Q
R
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
◀

＊デザインは制作段階のものであり、実際のものと異なる
場合があります。

カード型商品券購入方法
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市
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保
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市
制
施
行
記
念
日
の
７
月
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日
、生
涯
学

習
セ
ン
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ー
に
お
い
て
条
例
表
彰
式
が
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尽
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敬
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と
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寄
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石
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八
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国
安
町
）
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自
治
の
進
展
に
尽
力
：
秋
山 

敬
一（
内
堀

町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し
て

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力：大
金 

義一（
小

菅
町
）／
細
谷 

一夫（
竹
合
町
）／
関
根 

隆

夫（
ひ
た
ち
な
か
市
）／
小
嶋 

幸
子（
真
弓

町
）

②
社
会
福
祉
の
増
進
、民
生
の
安
定

◆
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力：石
井 

さ
ち
子（
折
橋
町
）／
井
坂 

浩（
大
方
町
）

／
大
貫 

直
子（
中
城
町
）／
豊
田 

悦
男

（
西
三
町
）／
田
所 

滿
里
子（
小
目
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力：豊
田 

洋
子

（
小
妻
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

と
お
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力：常

陸
太
田
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
会（
国
安
町
）／
カ・プ
ア
ナ
ニ
フ
ラ・オ

ハ
ナ（
山
下
町
）／
窪
田 

茂（
中
城
町
）／

筒
井 

順
子（
真
弓
町
）

③
保
健
衛
生
の
向
上

◆
多
年
に
わ
た
り
介
護
認
定
審
査
会
委

員
と
し
て
保
健
衛
生
の
向
上
に
尽
力：大

森 

　
俊（
徳
田
町
）

④
産
業
の
振
興
開
発

◆
従
業
員
の
健
康
管
理
の
実
践
等
を
と

お
し
て
産
業
の
振
興
に
尽
力：株
式
会
社 

梅
原
工
務
店（
小
目
町
）／
瀬
谷
建
設 

株

式
会
社（
新
宿
町
）

⑤
治
山
、治
水

◆
多
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

と
お
し
て
山
林
の
保
全
に
尽
力：赤
須 

敏

美（
幡
町
）

⑥
教
育
、文
化
、道
義
の
向
上

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
学
校

保
健
の
向
上
に
尽
力：藤
井 

俊
宥（
金
井

町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
薬
剤
師
と
し
て

学
校
保
健
の
向
上
に
尽
力：平　

 

淳一（
中

城
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力：綿
引 

益

満（
中
野
町
）／　
澤 

富
士
子（
松
平
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
で
の
郷
土
学
習

を
と
お
し
て
文
化
の
継
承
に
尽
力：町
田

焼
愛
好
会（
町
田
町
）

⑦
治
安
の
維
持
、災
害
の
防
止

◆
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
を
と
お

し
て
防
災
力
の
向
上
に
尽
力：吉
澤 

好一

（
町
田
町
）／
梶
山 

博
之（
稲
木
町
）

【
感
謝
状
】

①
地
方
自
治
の
進
展

◆
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に

尽
力：須
藤 

泰
孝（
小
中
町
）／
萩
谷 

　

（
藤
田
町
）／
島
根 

眞
人（
松
栄
町
）／
櫻

井 

敏
美（
千
寿
町
）／
石
井 

芳
一（
久
米

町
）／
菊
池 

靖
明（
中
染
町
）／
深
澤 

英

則（
馬
場
町
）／
和
田 

信
夫（
和
田
町
）／

大
須
賀 

弘
次（
西
染
町
）／
佐
藤 　
俊

（
徳
田
町
）

◆
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
：
武
石 

髙
明（
内
堀
町
）／
鈴
木 

高（
大
里
町
）

◆
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
に
尽
力：和
地 

眞
司（
町
屋
町
）／
金
澤 

一夫（
松
栄
町
）／
近
藤 

友
秀（
真
弓
町
）

②
社
会
福
祉
の
増
進
、民
生
の
安
定

◆
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力：小
貫 

典
子
、和
田 

英

二
郎（
馬
場
町
）／
佐
藤 

輝
夫（
増
井
町
）

／
小
澤 

清
次（
大
平
町
）／
菊
池 

良
子

（
和
田
町
）／
吉
澤 

美
弥
子
、深
谷 

邦
子

（
中
染
町
）／
小
倉 

英
子（
栄
町
）／
芝
沼 

秀
夫（
内
堀
町
）／
山
本 

多
惠
子（
栄
町
）

／
冨
岡 

君
子（
塙
町
）／
髙
野 

ひ
ろ
子
、

長
山 

公
仁（
金
井
町
）／
田
中 

久
里
子

（
木
崎一町
）／
小
森 

弘
子（
山
下
町
）／
永

山 

恵
美
子（
幡
町
）／
石
川 

亨（
三
才
町
）

／
萩
谷 

陽一（
藤
田
町
）／
武
石 

憲一（
島

町
）／
野
内 

す
み
江（
天
神
林
町
）／
　
澤 

貢
、圷 

和
弘（
新
宿
町
）／
助
川 

忠
泰（
上

大
門
町
）／
中
村 

惠
子（
瑞
龍
町
）／
武

藤 

紀
子（
常
福
地
町
）／
若
林 

登
美
男

（
亀
作
町
）／
圷 

智
子（
薬
谷
町
）／
石
井 

滿
喜
子（
大
里
町
）／
菊
池 

清
子
、関 

朋

子（
下
宮
河
内
町
）／
名
田
部 

久
、関 

公

樹（
赤
土
町
）／
川
上 

玲
子（
上
宮
河
内

町
）／
後
藤 

恵
子（
下
利
員
町
）／
小
林 

や
す（
東
連
地
町
）／
和
田 

友
子（
和
久

町
）／
吉
澤 

友
子（
東
染
町
）／
菊
池 

光

子
、吉
田 

重
文
、中
言 

浩（
天
下
野
町
）／

石
川 

洋
子（
小
菅
町
）

③
産
業
の
振
興
開
発

◆
常
陸
太
田
朝
市
の
開
催
を
と
お
し
て

産
業
の
振
興
に
尽
力：常
陸
太
田
朝
市
の

会（
小
菅
町
）

④
教
育
、文
化
、道
義
の
向
上

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
尽
力：岡
崎 

紀
喜（
赤
土
町
）

６
月
17
日
・
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
43
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
茨
城
県
大
会
で
佐
竹
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
男
子
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

市
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

第
43
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
茨
城
県
大
会
で
優
勝

令
和
５
年
度
子
供
の
読
書
活
動
優
秀
団
体

文
部
科
学
大
臣
表
彰

おめでとうございます

（前列左から）刈谷 陸翔さん、柏村 心優さん、大田原 正真さん、関 桜之介さん、圷 董翔さん
（後列左から）佐藤 浩次総監督、須田 亜紀子監督、山元 悠史さん、高橋 幸太郎さん、竹内 智哉さん、
井出 琥珀さん、大田原 美保マネージャー
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市
制
施
行
記
念
日
の
７
月
15
日
、生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
条
例
表
彰
式
が
行

わ
れ
、市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
79
人・

６
団
体
の
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、表
彰

状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。＊
敬
称

略・順
不
同

【
自
治
表
彰
】

◆
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
寄
与
：
石
川 

八
千
代

（
国
安
町
）

【一般
表
彰
】

①
地
方
自
治
の
進
展

◆
多
年
に
わ
た
り
町
会
長
と
し
て
地
方

自
治
の
進
展
に
尽
力
：
秋
山 

敬
一（
内
堀

町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し
て

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力：大
金 

義一（
小

菅
町
）／
細
谷 

一夫（
竹
合
町
）／
関
根 

隆

夫（
ひ
た
ち
な
か
市
）／
小
嶋 

幸
子（
真
弓

町
）

②
社
会
福
祉
の
増
進
、民
生
の
安
定

◆
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力：石
井 

さ
ち
子（
折
橋
町
）／
井
坂 

浩（
大
方
町
）

／
大
貫 

直
子（
中
城
町
）／
豊
田 

悦
男

（
西
三
町
）／
田
所 

滿
里
子（
小
目
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力：豊
田 

洋
子

（
小
妻
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

と
お
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力：常

陸
太
田
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
会（
国
安
町
）／
カ・プ
ア
ナ
ニ
フ
ラ・オ

ハ
ナ（
山
下
町
）／
窪
田 
茂（
中
城
町
）／

筒
井 

順
子（
真
弓
町
）

③
保
健
衛
生
の
向
上

◆
多
年
に
わ
た
り
介
護
認
定
審
査
会
委

員
と
し
て
保
健
衛
生
の
向
上
に
尽
力：大

森 

　
俊（
徳
田
町
）

④
産
業
の
振
興
開
発

◆
従
業
員
の
健
康
管
理
の
実
践
等
を
と

お
し
て
産
業
の
振
興
に
尽
力：株
式
会
社 

梅
原
工
務
店（
小
目
町
）／
瀬
谷
建
設 

株

式
会
社（
新
宿
町
）

⑤
治
山
、治
水

◆
多
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

と
お
し
て
山
林
の
保
全
に
尽
力：赤
須 

敏

美（
幡
町
）

⑥
教
育
、文
化
、道
義
の
向
上

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
学
校

保
健
の
向
上
に
尽
力：藤
井 

俊
宥（
金
井

町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
薬
剤
師
と
し
て

学
校
保
健
の
向
上
に
尽
力：平　

 

淳一（
中

城
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力：綿
引 

益

満（
中
野
町
）／　
澤 

富
士
子（
松
平
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
で
の
郷
土
学
習

を
と
お
し
て
文
化
の
継
承
に
尽
力：町
田

焼
愛
好
会（
町
田
町
）

⑦
治
安
の
維
持
、災
害
の
防
止

◆
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
を
と
お

し
て
防
災
力
の
向
上
に
尽
力：吉
澤 

好一

（
町
田
町
）／
梶
山 

博
之（
稲
木
町
）

【
感
謝
状
】

①
地
方
自
治
の
進
展

◆
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に

尽
力：須
藤 

泰
孝（
小
中
町
）／
萩
谷 

　

（
藤
田
町
）／
島
根 

眞
人（
松
栄
町
）／
櫻

井 

敏
美（
千
寿
町
）／
石
井 

芳
一（
久
米

町
）／
菊
池 
靖
明（
中
染
町
）／
深
澤 

英

則（
馬
場
町
）／
和
田 
信
夫（
和
田
町
）／

大
須
賀 

弘
次（
西
染
町
）／
佐
藤 　
俊

（
徳
田
町
）

◆
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
：
武
石 

髙
明（
内
堀
町
）／
鈴
木 

高（
大
里
町
）

◆
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
に
尽
力：和
地 

眞
司（
町
屋
町
）／
金
澤 

一夫（
松
栄
町
）／
近
藤 

友
秀（
真
弓
町
）

②
社
会
福
祉
の
増
進
、民
生
の
安
定

◆
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力：小
貫 

典
子
、和
田 

英

二
郎（
馬
場
町
）／
佐
藤 

輝
夫（
増
井
町
）

／
小
澤 

清
次（
大
平
町
）／
菊
池 

良
子

（
和
田
町
）／
吉
澤 

美
弥
子
、深
谷 

邦
子

（
中
染
町
）／
小
倉 

英
子（
栄
町
）／
芝
沼 

秀
夫（
内
堀
町
）／
山
本 

多
惠
子（
栄
町
）

／
冨
岡 

君
子（
塙
町
）／
髙
野 

ひ
ろ
子
、

長
山 

公
仁（
金
井
町
）／
田
中 

久
里
子

（
木
崎一町
）／
小
森 

弘
子（
山
下
町
）／
永

山 

恵
美
子（
幡
町
）／
石
川 

亨（
三
才
町
）

／
萩
谷 

陽一（
藤
田
町
）／
武
石 

憲一（
島

町
）／
野
内 

す
み
江（
天
神
林
町
）／
　
澤 

貢
、圷 

和
弘（
新
宿
町
）／
助
川 

忠
泰（
上

大
門
町
）／
中
村 

惠
子（
瑞
龍
町
）／
武

藤 

紀
子（
常
福
地
町
）／
若
林 

登
美
男

（
亀
作
町
）／
圷 

智
子（
薬
谷
町
）／
石
井 

滿
喜
子（
大
里
町
）／
菊
池 

清
子
、関 

朋

子（
下
宮
河
内
町
）／
名
田
部 

久
、関 

公

樹（
赤
土
町
）／
川
上 

玲
子（
上
宮
河
内

町
）／
後
藤 

恵
子（
下
利
員
町
）／
小
林 

や
す（
東
連
地
町
）／
和
田 

友
子（
和
久

町
）／
吉
澤 

友
子（
東
染
町
）／
菊
池 

光

子
、吉
田 

重
文
、中
言 

浩（
天
下
野
町
）／

石
川 

洋
子（
小
菅
町
）

③
産
業
の
振
興
開
発

◆
常
陸
太
田
朝
市
の
開
催
を
と
お
し
て

産
業
の
振
興
に
尽
力：常
陸
太
田
朝
市
の

会（
小
菅
町
）

④
教
育
、文
化
、道
義
の
向
上

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
尽
力：岡
崎 
紀
喜（
赤
土
町
）

おめでとうございます
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TOPICS

７
月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
、「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
役
所
、
太
田
警
察
署
、
道
の
駅
ひ
た
ち

お
お
た
な
ど
で
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す
る
な
ど
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
久
慈
地
区
保

護
司
会
常
陸
太
田
支
部
が
中
心
と
な
り
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な

地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
７
月
26
日
に
は
、

瑞
龍
中
学
校
の
生
徒
も
参
加
し
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
、

チ
ラ
シ
や
メ
モ
帳
を
配
布
す
る
な
ど
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

市
内
の
保
育
園
、
小
学
校
、
図
書
館
で
の
読
み
聞
か

せ
や
、
文
庫
活
動
を
行
っ
て
い
る
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
文
庫
（
代
表
勝
沼
久
仁
子
氏
）
が
、
長
年
の
読
書

支
援
が
認
め
ら
れ
、
伊
藤
忠
記
念
財
団
か
ら
助
成
金

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
助
成
金
は
、
子
ど
も
へ

の
読
書
支
援
活
動
に
対
す
る
も
の
で
、
児
童
書
、
絵

本
等
の
書
籍
、
紙
芝
居
の
購
入
費
用
や
、
読
書
啓
発

講
習
会
の
費
用
等
に
充
て
て
い
き
ま
す
。
6
月
14
日
、

銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
文
庫
の
皆
さ
ん
が
教
育
長
を
表

敬
訪
問
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
今
後
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
文
庫
が

伊
藤
忠
記
念
財
団
か
ら

助
成
金
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
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６
月
25 

日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
公
開
番
組

「
民
謡
魂
ふ
る
さ
と
の
唄
」
の
収
録
が
パ
ル

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。司
会
に
城

島
茂
さ
ん
と
近
藤
泰
郎
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ゲ

ス
ト
に
カ
ミ
ナ
リ
の
お
2
人
を
迎
え
、
歌
い

手
や
演
奏
者
と
し
て
茨
城
県
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
々
も
多
く
出
演
し
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

【
放
送
日
】８
月
26
日（
土
）午
後
３
時
５
分
〜

３
時
49
分

>

N
H
K
総
合>

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
民
謡
魂 

ふ
る
さ
と
の
唄
」

公
開
収
録

6
月
25
日
、水
府
総
合
セ
ン
タ
ー
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
計
13
人
の
方
が
利
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
太

田
第
一
高
等
学
校
の
生
徒
2
人
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
・
案
内
・

写
真
撮
影
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

＊
今
後
出
張
申
請
の
実
施
を
ご
希
望
の

団
体
は
、市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
推
進
室

（
85
‐
8
8
1
5
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

６
月
25
日
、
折
橋
町
で
わ
が
ま
ち
地
元
学

事
業
「
第
２
回
折
橋
町
お
宝
探
し
」
が
開

催
さ
れ
、
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
第

２
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
お
宝
さ
が
し
で

は
、
横
川
・
大
沢
地
区
を
参
加
者
全
員
で

探
索
し
、
山
車
や
滝
、
美
し
い
風
景
な
ど
、

折
橋
町
の
お
宝
（
地
域
資
源
）
を
再
確
認

し
ま
し
た
。
探
索
を
終
え
た
後
に
は
、「
お

宝
探
し
」
で
再
発
見
し
た
お
宝
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
全
体
で
共
有
し

ま
し
た
。

地
元
を
歩
い
て

お
宝
を
再
確
認
！（
折
橋
町
）

水
府
総
合
セ
ン
タ
ー
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
を
実
施
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TOPICS
６
月
26
日
、
今
年
２
月
に
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
「
い
ば
ら
き
大
見
本
市
」
に
お
け
る
本
市

Ｐ
Ｒ
が
縁
と
な
り
、
台
北
市
の
新
生
国
民
小
学
校
研
修
訪
問
団
が
「
か
な
さ
笑
楽
校
」
で

体
験
宿
泊
を
し
ま
し
た
。
そ
ば
打
ち
体
験
や
常
陸
太
田
産
チ
ー
ズ
の
試
食
、
市
内
の
子
ど

も
た
ち
と
の
柔
道
・
剣
道
の
体
験
交
流
を
と
お
し
て
、
常
陸
太
田
の
い
ろ
い
ろ
な
魅
力
に

ふ
れ
ま
し
た
。

台
湾
か
ら
小
学
生
研
修
訪
問
団
が
来
訪
し
ま
し
た

農
業
経
営
士
・

青
年
農
業
士
に
認
定

柔道体験かなさ笑楽校玄関前の集合写真

剣道体験そば打ち体験

7
月
12
日
、
市
内
で
農
業
を
営
む
清
水

光
男
さ
ん
（
天
神
林
町
）・
大
曽
根
哲
也

さ
ん
（
島
町
）
が
農
業
経
営
士
に
、
武

藤
翔
平
さ
ん
（
瑞
龍
町
）・
和
田
昇
さ
ん

（
瑞
龍
町
）
が
青
年
農
業
士
に
新
た
に
県

知
事
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
清
水
さ

ん
・
大
曽
根
さ
ん
に
は
地
域
農
業
の
振

興
を
進
め
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
武
藤

さ
ん
・
和
田
さ
ん
に
は
将
来
の
地
域
農

業
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（左から）和田さん、武藤さん、宮田市長、清水さん、大曽根さん
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運動のためのエネルギー摂取や、身体を維持するための栄養を補
給するためには、まずはお口を健康な状態に保つことが重要です。
今回はお口の健康のポイントと、フレイル対策室で行っている口
腔関連の健康教室の活動をご紹介します！

～口腔編～ お口から始めるフレイル予防！

問 健康づくり推進課フレイル対策室（73-1212）

フレイル予防連載7

フレイル予防で
元気に
長生き!!

●おいしく食べ続けるために

●歯や口の健康は毎日の心がけで守ることができます！

歯や口の機能（はたらき）は「おいしく食べる」「楽しく話す」など、健康的な生活をするうえで欠かせない
ものです。この機能が衰えてしまうと心身の機能が低下し全身の健康に影響をおよぼすことがあります。

●健康教室でオーラルフレイル予防！
フレイル対策室で行っている「口腔」に関する健康教室の様子をご紹介します！

栄養
・
口腔

社会
参加運動

フレイル予防
3つの柱

フレイル予防
3つの柱

今回は
口腔についての
ご紹介です

口の機能低下

噛む機能の
低下

噛めない
柔らかい
ものばかり
食べる

食欲の低下・低栄養

①正しい歯みがき
口
の
清
潔
を
保
つ

②よく噛んで食べる
噛
む
力
を
保
つ

45°の角度で
小刻みに！

フレイル対策室では、専門職に
よるフレイル予防についての
健康教室などを行っています。
内容や申し込みについては、
お問い合わせください♪

歯科衛生士の方に正しい歯の磨き方などの
お話をしていただきました。

滑舌の測定や噛む力の測定を行って
自分のお口の健康状態を確認します。

心身機能の
低下

健康に影響
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